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表紙

当社は、第66回定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、「業務の適正を確保す
るための体制及び当該体制の運用状況の概要」、「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記
表」、「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」につきましては、法令及び定款の規定に基づ
き、当社ウェブサイト（https://www.casio.co.jp/ir/meeting/）に掲載することにより提供し
ております。

第66回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
連結株主資本等変動計算書

連結注記表
株主資本等変動計算書

個別注記表

カシオ計算機株式会社
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
(1) 業務の適正を確保するための体制
　当社及びグループ会社は、『創造 貢献』の経営理念に基づき、「カシオ創造憲章」、「カシオ行動指針」、「カ
シオビジネスコンダクトガイドライン」を定め、以下のとおり、業務の適正を確保するための体制を整備しておりま
す。

① 当社及びグループ会社における取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制

・取締役会は、法令、定款及び取締役会規則に基づき、法定事項並びに当社及びグループ会社の経営に関する重
要事項を決定するとともに取締役の職務執行を監督することにより、法令、定款に反する行為を未然に防止す
る。

・職務の遂行に係る各種法令を遵守するべく、必要に応じて方針・規程・規則等の文書類を整備し、内部統制委
員会を始めとする各種委員会での審議・検討を経て、ルールの周知・徹底を図る。

・法令違反行為等に関する問題を相談又は通報する窓口として「公益通報ホットライン」を社内外に設置し、整
備・運用を図る。通報者に対しては不利益のないことを確保する。

・市民社会秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力と一切関わりを持たず、不当要求に対しては組織全体として
毅然とした対応をとる。

・上記ルールの妥当性と運用の適切性について内部監査等、継続的な見直しによる改善を行い、不祥事の未然防
止を図る。

② 当社及びグループ会社における取締役及び使用人の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する
体制

・取締役及び使用人の職務執行に係る情報は「文書管理規程」、その他の規則に基づき、各担当部門が保存及び
管理する。

③ 当社及びグループ会社における損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・経営に重大な影響を及ぼすリスクについては、「リスク管理規程」に基づき、内部統制委員会の下で関連部門

と事務局が一体となって推進する体制を確立する。
・製品安全リスクについては、製品の安全に対するお客様の信頼に応えることが経営上の重要な課題であるとの

認識のもと「製品安全に関する基本方針」を定め、推進体制を構築する。
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

④ 当社及びグループ会社における取締役及び使用人の職務の執行が効率的に行われることを確保する
ための体制

・当社及びグループ会社の経営上の重要案件は、取締役会で審議・決定する仕組みをとり、原則として毎月１回
以上開催することにより経営の意思決定を合理的かつ迅速に行う。

・業務執行上の重要事項については、当社の執行役員及び取締役（監査等委員含む。）が出席する経営会議で審
議・決定し、グループ横断的な調整や対策がスムーズに実施できる仕組みをとる。

・執行手続の詳細については、「業務執行決裁権限規程」、「グループ会社決裁権限規程」に定める。
・グループ会社は、連結ベースの経営計画、グループ会社決裁権限規程、各種グループ基本方針等に基づき、職

務執行体制を構築する。

⑤ 当社及びグループ会社における業務の適正を確保するための体制
・業務の適正を確保するために「カシオ創造憲章」、「カシオ行動指針」、「カシオビジネスコンダクトガイド

ライン」を基礎として、諸規程を定める。
・当社は、グループ会社担当役員制度によりグループ会社ごとに当社の取締役あるいは執行役員を担当に割り当

て、「グループ会社決裁権限規程」に従い、当社への決裁・報告制度によるグループ会社経営の管理を行い必
要に応じてモニタリングを行う。

・財務報告の適正性及び信頼性を確保すべく推進体制を構築し、業務フロー及び財務報告に係る内部統制を点検
のうえ、文書化し、評価、改善を行う。

⑥ 当社監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取締役（監査等委員であ
る取締役を除く。）からの独立性に関する事項

・監査等委員会の職務を補助すべき使用人を任命する。
・監査等委員会を補助すべき使用人の任命、異動、評価、懲戒に関する事項は、監査等委員会の事前同意を必要

とする。

⑦ 当社の取締役及び使用人並びにグループ会社の取締役、監査役及び使用人が当社の監査等委員会に
報告をするための体制その他監査等委員会への報告に関する体制と監査等委員会の監査が実効的に
行われることを確保するための体制

・当社の取締役及び使用人は、当社又はグループ会社に著しい影響を及ぼすおそれのある事実を発見したときや
法令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があるときは、遅滞なく当社監査等委員
会に報告する。
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

・グループ会社の取締役、監査役及び使用人は、当社又はグループ会社に著しい影響を及ぼすおそれのある事実
を発見したときや法令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があるときは、当社の
グループ会社担当役員に遅滞なく報告し、当該担当役員は遅滞なく当社監査等委員会に報告する。

・グループ会社の取締役、監査役及び使用人は、当社からの経営管理・経営指導内容が法令に違反し、その他、
コンプライアンス上問題があると認めた場合には、当社監査等委員会に報告する。

・当社の取締役及び使用人並びにグループ会社の取締役、監査役及び使用人は、当社監査等委員会の要請に応じ
て必要な報告及び情報の提供を行う。

・当社内部監査部門は当社及びグループ会社の監査結果を定期的に当社監査等委員会に報告する。
・公益通報ホットライン事務局は通報状況・処理状況を当社監査等委員会に報告する。
・当社監査等委員会へ報告をした者に対しては不利益のないことを確保する。
・当社監査等委員会が当社に対して職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還等を請求したときは速やか

に処理する。
・当社監査等委員は、当社内の重要な会議に出席できる。
・当社及びグループ会社の重要な稟議書は決裁終了後、当社監査等委員会に報告する。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は、取締役会において決議された「業務の適正を確保するための体制」に基づき、当社及びグループ会社の内
部統制システムを整備し運用しております。

① リスク・コンプライアンス体制
・コンプライアンス、情報セキュリティ、リスク・危機管理等の内部統制に関する機能を横断的に統合し、それ

ぞれの基本方針や運用計画の策定及び運用状況の監督などを目的として内部統制委員会を設置し、当社及びグ
ループ会社を統轄管理しております。グローバルレベルで、事故・災害、コンプライアンス、情報セキュリテ
ィをはじめとしたあらゆるリスクの棚卸しを行い、対応方針や対応体制などを確認するとともに、課題への対
応を審議・決定しております。また、内部統制委員会は、内部統制の状況に関し、定期的に取締役会に報告す
るとともに、重大な不備などを発見した場合には随時取締役会に報告し、その対応を協議することとしており
ます。これら内部統制委員会を中心とした内部統制体制の適切性は内部監査部門が監査しております。

・大規模災害に際しての事業継続計画の方針と基本的考え方を規定した『事業継続計画・綱領』、及び災害に対
する事前準備と災害発生直後の行動を示した『事業継続マニュアル』を制定しております。

・公益通報ホットラインに寄せられた通報に対しては適正に対応しており、その処理状況などについて定期的に
監査等委員会に報告しております。
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

・反社会的勢力への対応として、不当要求防止責任者を関連部門に設置するほか、不当要求対応マニュアルの周
知・徹底を図っております。

・「製品安全に関する基本方針」に基づき、製品安全に関する自主行動計画を策定・推進し、継続的な改善を行
っております。また、全社品質高揚委員会を年２回開催し、品質の可視化、品質情報の共有化、品質方針・施
策の決議などを行い、各事業部門の品質保証活動に展開しております。

・取締役及び使用人が法令遵守及び倫理的観点での適切な行動をとるための行動規範である「カシオビジネスコ
ンダクトガイドライン」を定め周知・徹底を図っております。

② 職務執行の効率性及び適正性の確保
・取締役会は、法令、定款及び取締役会規則で定められた付議基準に基づき必要な事項を決定し、取締役の職務

執行を監督しております。
・取締役会を原則毎月１回開催し、必要に応じて臨時取締役会を開催しており、当事業年度は14回開催いたし

ました。取締役会規則で付議事項を詳細に定め、それに基づき経営の重要案件を審議・決定しております。業
務執行の効率性・機動性を高めるため、付議基準に満たない事項については執行役員に権限委譲しておりま
す。

・執行役員会、経営会議を実施し、業務執行上の重要事項を審議、情報共有及び迅速な業務執行に繋げておりま
す。

・マトリクス経営の強化とともに、事業軸と機能軸の責任者からなる経営会議を週次で実施し、業務執行上の重
要事項を審議、情報共有及び迅速な業務執行に繋げております。

・グループ会社管理については、担当役員による事業審議会の実施や事業計画の進捗管理のほか、「グループ会
社決裁権限規程」で特定された重要項目について当社への決裁・報告を実施しております。また、当社内部監
査部門による監査の実施など、問題点の早期発見、迅速な意思決定、適正な業務執行を図っております。

・財務報告の適正性及び信頼性の確保を目的に基本方針を定め、情報開示委員会を設置し、推進しております。

③ 監査等委員会の監査の実効性の確保
・監査等委員会は、取締役会及び各種の重要な会議・委員会に出席するほか、代表取締役との定期的な会合、当

社及びグループ会社の取締役や使用人などからの聴取や報告、重要事項の決議書類の閲覧などを通して、厳正
な監査を実施しております。

・監査等委員会は、会計監査人や内部監査部門からの監査報告、意見・情報交換を行うなど相互の連携を図って
おります。

・監査等委員会のサポートをするための専任の監査スタッフを配置しております。
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連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで） (単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当連結会計年度期首残高 48,592 65,056 119,445 △24,820 208,273
当連結会計年度変動額
剰余金の配当 △10,918 △10,918
親会社株主に帰属する当期純利益 15,889 15,889
自己株式の取得 △2,455 △2,455
自己株式の処分 20 73 93
自己株式の消却 △14,939 14,939 －
株主資本以外の項目の当連
結会計年度変動額（純額）

当連結会計年度変動額合計 － △14,919 4,971 12,557 2,609
当連結会計年度末残高 48,592 50,137 124,416 △12,263 210,882

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金 為替換算調整勘定 退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 4,522 △3,577 2,677 3,622 211,895
当連結会計年度変動額
剰余金の配当 △10,918
親会社株主に帰属する当期純利益 15,889
自己株式の取得 △2,455
自己株式の処分 93
自己株式の消却 －
株主資本以外の項目の当連
結会計年度変動額（純額） △1,896 7,282 △993 4,393 4,393

当連結会計年度変動額合計 △1,896 7,282 △993 4,393 7,002
当連結会計年度末残高 2,626 3,705 1,684 8,015 218,897
（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連結注記表

連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(1) 連結の範囲に関する事項

①　連結子会社の数 42社
　主要な連結子会社名

山形カシオ株式会社、Casio America, Inc.、Casio Europe GmbH、Casio Computer (Hong Kong) Ltd.、カシオ電子
（深圳）有限公司、カシオ（中国）貿易有限公司、カシオ電子科技（中山）有限公司、カシオ電子（韶関）有限公司、
Casio Singapore Pte., Ltd.、Casio (Thailand) Co., Ltd.

　当連結会計年度より、Casio Holdings,Inc.は、当社の連結子会社であるCasio America,Inc.との吸収合併により消滅した
ため、連結の範囲から除外しております。

②　非連結子会社の名称等
　該当はありません。

(2) 持分法の適用に関する事項
①　持分法適用の関連会社数 ２社

　主要な会社名 マス株式会社

②　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の名称等
　該当はありません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日は、カシオ電子（深圳）有限公司他10社を除いて、連結決算日に一致しております。
　カシオ電子（深圳）有限公司他７社の決算日は12月31日であり、当連結計算書類の作成に当たっては連結決算日現在で実施
した仮決算に基づく計算書類を使用しております。
　LLC Casio他２社の決算日は12月31日であり、連結決算日との差異が３ヶ月を超えないので、当連結計算書類の作成に当た
っては各社の当該事業年度に係る計算書類を基礎としております。
　なお、当該決算日と連結決算日が異なることから生ずる連結会社間取引に係る会計記録の重要な不一致等については、連結上
必要な調整を行っております。

(4) 会計方針に関する事項
①　有価証券の評価基準及び評価方法

イ．満期保有目的の債券
償却原価法（定額法）によっております。

ロ．その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法によっております。
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定しております。）

・市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法によっております。

②　デリバティブの評価基準及び評価方法
　デリバティブについては、時価法によっております。

③　棚卸資産の評価基準及び評価方法
　主として先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりま
す。
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④　固定資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）及び当社の本社建
物及び構築物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）、在外連結子会社は主と
して定額法によっております。

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
・市場販売目的のソフトウエア

見込販売収益に基づく減価償却方法（ただし、３年以内）によっております。
・自社利用のソフトウエア

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
ハ．リース資産

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
なお、一部の在外連結子会社については、国際財務報告基準に基づき計算書類を作成しており、国際財務報告基準第16

号「リース」（以下「IFRS第16号」という。）を適用しております。IFRS第16号により、リースの借手については、原則
としてすべてのリースを貸借対照表に資産及び負債として計上しており、資産計上された使用権資産の減価償却方法は定額
法によっております。

⑤　引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．製品保証引当金
販売済製品に対して保証期間に発生が見込まれるアフターサービス費用を計上したものであり、この計上額は過去１年間

のアフターサービス費の実績額を基準として算出しております。
ハ．役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。
ニ．事業構造改善引当金

事業構造改革に伴い発生する損失に備えるため、当該損失見込額を計上しております。

⑥　収益及び費用の計上基準
　当グループは、時計、コンシューマ（教育、楽器）、システム、その他の分野において、開発・生産から販売・サービスに
わたる事業活動を展開しております。
　時計、コンシューマにおいては、主に製品販売を行っており、国内販売においては、主として出荷時から当該製品の支配が
顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため出荷時点で、海外販売においては、主として引渡時点で支配が顧客に
移転されると判断し、収益を認識しております。
　システムにおいては、主に製品販売及びソリューション、保守サービスの提供を行っており、製品販売及びソリューション
の提供においては、主として顧客による検収時点で支配が顧客に移転されると判断し、収益を認識しております。また、保守
サービスの提供においては、契約期間にわたり均一のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足
されると判断しており、役務を提供する期間にわたり収益を認識しております。
　その他においては、主に国内で製品販売を行っており、主として出荷時から製品の支配が顧客に移転される時までの期間が
通常の期間であるため、出荷時点で収益を認識しております。
　顧客と約束した対価に変動対価が含まれる場合、変動対価の額に関する不確実性が事後的に解消される際に、解消される時
点までに計上された収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り、変動対価を取引価格に含めております。
　履行義務を充足してから対価を受領するまでの期間が通常は１年以内であるため、当該顧客との契約に基づく債権につい
て、重要な金融要素の調整は行っておりません。
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⑦　外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、
在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に
換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

⑧　ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理に、特例処理の要件
を満たしている金利スワップについては特例処理によっております。

⑨　のれんの償却方法及び償却期間
　５年間で均等償却しております。

⑩　退職給付に係る会計処理の方法
　退職給付に係る資産及び退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づ
き、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額
を当連結会計年度までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による定額法により費用処理してお
ります。
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（９～11年）による
定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。
　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累
計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

⑪　連結納税制度の適用
　連結納税制度を適用しております。

⑫　連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
　当社及び国内連結子会社は、翌連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行することとなります。ただ
し、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設されたグループ通算制度への移行及びグルー
プ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への
移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効
果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税
金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいております。
　なお、翌連結会計年度の期首から、グループ通算制度を適用する場合における法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会
計処理及び開示の取扱いを定めた「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第
42号　2021年８月12日）を適用する予定であります。
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２．会計方針の変更に関する注記
(収益認識に関する会計基準等の適用)
　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当
連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け
取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、顧客と約束した対価に変動対価が含まれる場合、
変動対価の額に関する不確実性が事後的に解消される際に、解消される時点までに計上された収益の著しい減額が発生しない
可能性が高い部分に限り、変動対価を取引価格に含めております。
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当連
結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減
し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連
結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適
用しておりません。
　また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年
度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「その他」は、当連結会計年度より「契約
負債」及び「その他」に含めて表示しております。
　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結損益計算書は、売上高は1,585百万円減少
し、販売費及び一般管理費は1,585百万円減少しております。なお、当連結会計年度の連結株主資本等変動計算書の利益剰余
金の当連結会計年度期首残高に与える影響はありません。
(時価の算定に関する会計基準等の適用)
　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を当
連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　
2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を将来にわた
って適用することとしております。なお、連結計算書類に与える影響はありません。
　また、「７．金融商品に関する注記」において、金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項等の注記を行って
おります。

３．表示方法の変更に関する注記
　連結貸借対照表

　前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に含めていた「電子記録債権」は重要性が増したため、
当連結会計年度より区分掲記することとしております。なお、前連結会計年度の「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に含
めていた「電子記録債権」は990百万円であります。
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93,297百万円

41百万円

４．会計上の見積りに関する注記
　棚卸資産の評価

(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　棚卸資産　60,817百万円

(2) その他見積りの内容に関する理解に資する情報
　棚卸資産の貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております。期末における正味売却価
額が取得価額よりも下落している場合には、正味売却価額まで簿価を切り下げ、一定の回転期間を超える営業循環過程から外
れた滞留棚卸資産については、主に過去の販売、処分実績等に基づき見積もった価額により規則的に簿価を切り下げる方法に
より収益性の低下の事実を反映しております。
　当グループの製品販売は、世界各国の経済状況による需要動向及び個人消費動向の影響を受けております。期末における正
味売却価額及び過去の販売、処分実績等に基づく見積り価額は、これらの市場環境の変動等によって影響を受ける可能性があ
り、販売価格、販売、処分状況が著しく変動した場合は、翌連結会計年度の棚卸資産及び売上原価の金額に重要な影響を与え
る可能性があります。

５．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額

(2) 輸出手形割引高
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株式の種類 当連結会計年度期首 (千株) 増加 (千株) 減少 (千株) 当連結会計年度末 (千株)
普通株式 259,021 ― 10,000 249,021

5,459百万円

22円50銭

5,460百万円

22円50銭

5,418百万円

22円50銭

６．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

（注）普通株式の発行済株式の総数の減少10,000千株は、取締役会の決議に基づく自己株式の消却による減少であります。

(2) 配当に関する事項
①　配当金支払額

2021年６月29日開催の第65回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額

・１株当たり配当額

・基準日
2021年３月31日

・効力発生日
2021年６月30日

2021年11月10日開催の取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額

・１株当たり配当額

・基準日
2021年９月30日

・効力発生日
2021年12月２日

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2022年６月29日開催の第66回定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しておりま
す。
・配当金の総額

・配当の原資
利益剰余金

・１株当たり配当額

・基準日
2022年３月31日

・効力発生日
2022年６月30日

11



2022/05/31 21:48:37 / 21825188_カシオ計算機株式会社_招集通知：Web開示

連結注記表

連結貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額

(1) 有価証券及び投資有価証券
　①満期保有目的の債券 30,000 30,000 ―
　②その他有価証券 23,233 23,233 ―
(2)　１年内返済予定の長期借入金 （8,000） （7,998） △2
(3)　長期借入金 （41,500） （41,433） △67
(4)　デリバティブ取引 （1,246） （1,246） ―

７．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

　当グループは、余剰資金は安全性の高い金融資産で運用し、また、運転資金及び設備投資に必要な資金は社債発行や銀行等金
融機関からの借入によって調達しております。
　営業債権である受取手形、電子記録債権及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、取引先ごとの期日管理及び残高管理を定期的
に行い、リスク低減を図っております。
　有価証券及び投資有価証券は、主として安全性の高い高格付けの債券と業務上の関係を有する企業の株式であり、定期的に時
価を把握し、保有状況を見直しております。
　営業債務である支払手形及び買掛金、未払金は、１年以内の支払期日であります。
　営業債務、未払金、借入金は、流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）に晒されておりますが、当グル
ープでは、手元流動性を連結売上高の一定以上に維持することなどにより管理しております。
　デリバティブ取引は、外貨建債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした先物為替予約取引、借入金に
係るキャッシュ・フローの固定化を目的とした金利スワップ取引であります。デリバティブ取引の執行・管理については、社内
規程に則っており、当該規程では、デリバティブ取引の管理方針、利用目的、利用範囲、組織体制、業務手続及び取引相手方の
範囲に関する事項が規定されており、相互牽制機能が働くような実施体制及び報告体制を整備しております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、市場価
格のない株式等（連結貸借対照表計上額263百万円）は、次表「(1)有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。ま
た、現金は注記を省略しており、預金、売掛金、支払手形及び買掛金は短期間で決済されるため時価は帳簿価額にほぼ等しいこ
とから、注記を省略しております。

(単位：百万円)

（＊）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。また、デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示して
おり、合計で正味の債務となる項目については、（ ）で示しております。

(3)　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま
す。
　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象とな
　　　　　　　　　る資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプット
　　　　　　　　　を用いて算定した時価
　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう
ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券
　その他有価証券
　　株式 11,310 ― ― 11,310
　　国債・地方債等 ― ― ― ―

　　社債 ― ― ― ―

　　その他 ― 11,923 ― 11,923
資産計 11,310 11,923 ― 23,233

デリバティブ取引
　通貨関連 ― 1,246 ― 1,246

負債計 ― 1,246 ― 1,246

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券
　満期保有目的の債券
　　国債・地方債等 ― ― ― ―

　　社債 ― ― ― ―

　　その他 ― 30,000 ― 30,000
資産計 ― 30,000 ― 30,000

１年内返済予定の長期借入金 ― 7,998 ― 7,998
長期借入金 ― 41,433 ― 41,433

負債計 ― 49,431 ― 49,431

①　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
(単位：百万円)

②　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
(単位：百万円)
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報告セグメント

時計 コンシューマ システム その他 合計

　時計 152,278 ― ― ― 152,278
　教育 ― 51,952 ― ― 51,952
　楽器 ― 29,234 ― ― 29,234
　システム ― ― 13,307 ― 13,307
　その他 ― ― ― 5,551 5,551
顧客との契約から生じる収益 152,278 81,186 13,307 5,551 252,322
外部顧客への売上高 152,278 81,186 13,307 5,551 252,322

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
有価証券及び投資有価証券
　上場株式、債券は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の時価に分類しておりま
す。一方で、当社が保有している債券は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価
に分類しております。

１年内返済予定の長期借入金、長期借入金
　これらの時価は、元利金の合計額と当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル2の時
価に分類しております。なお、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ
っておりますが、金利スワップの特例処理の対象とされているものは、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を用いて算定してお
ります。

デリバティブ取引
　為替予約の時価は、為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在価値法により算出しており、レベル２の時価に分類しております。金利
スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含め
て記載しております。

８．収益認識に関する注記
(1)　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：百万円)

（注）顧客との契約から生じる収益以外の収益については、重要性が乏しいため、区分せず「顧客との契約から生じる収益」に含めて記載しておりま
す。

(2)　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　(4)
会計方針に関する事項　⑥収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

(3)　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①　契約負債の残高
　契約負債は、主に、製品販売、保守サービスの提供について、支払い条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するもの
であります。契約負債は収益の認識に伴い取り崩されます。
　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,850百万円であります。
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当連結会計年度
１年以内 3,195
１年超 1,646

合計 4,841

909円00銭

65円53銭

②　残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

９. １株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額

(2) １株当たり当期純利益

10．重要な後発事象に関する注記
特記すべき事項はありません。
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株主資本等変動計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで） (単位：百万円)
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

固定資
産圧縮
積立金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

当期首残高 48,592 14,565 49,997 64,563 7,090 130 39,880 25,264 72,364
当期変動額
固定資産圧縮積立金の取崩 △4 4 －
剰余金の配当 △10,918 △10,918
当期純利益 19,011 19,011
自己株式の取得
自己株式の処分 19 19
自己株式の消却 △14,938 △14,938
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － － △14,918 △14,918 － △4 － 8,097 8,092
当期末残高 48,592 14,565 35,078 49,644 7,090 126 39,880 33,361 80,457

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

当期首残高 △24,820 160,700 4,519 4,519 165,219
当期変動額
固定資産圧縮積立金の取崩 － －
剰余金の配当 △10,918 △10,918
当期純利益 19,011 19,011
自己株式の取得 △2,454 △2,454 △2,454
自己株式の処分 73 93 93
自己株式の消却 14,938 － －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △1,895 △1,895 △1,895

当期変動額合計 12,557 5,731 △1,895 △1,895 3,835
当期末残高 △12,262 166,431 2,623 2,623 169,055
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
①　満期保有目的の債券

　償却原価法（定額法）によっております。

②　子会社株式及び関連会社株式
　移動平均法による原価法によっております。

③　その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの
　時価法によっております。
　（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）
・市場価格のない株式等
　移動平均法による原価法によっております。

(2) デリバティブの評価基準及び評価方法
　デリバティブについては、時価法によっております。

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。

(4) 固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法によっております。
　ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）及び本社の建物及び構築物並びに2016年４月１日以降に
取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）
・ソフトウエア
　市場販売目的のソフトウエアについては、見込販売収益に基づく減価償却方法（ただし、３年以内）、自社利用のソフトウ
エアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
・その他
　定額法によっております。

③　リース資産
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(5) 引当金の計上基準
①　貸倒引当金

　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について
は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　製品保証引当金
　販売済製品に対して当社の保証期間に発生が見込まれるアフターサービス費用を計上したものであり、この計上額は過去１
年間のアフターサービス費の実績額を基準として算出しております。
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③　役員賞与引当金
　役員賞与の支出に備えるため、当事業年度における支給見込額を計上しております｡

④　退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。な
お、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準に
よっております。
　当事業年度末においては、年金資産見込額が退職給付債務見込額に未認識過去勤務費用及び未認識数理計算上の差異を加減
した額を超過しているため、当該超過額を投資その他の資産の「前払年金費用」に計上しております。
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による定額法により費用処理しており
ます。
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による定額法によ
り按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

⑤　事業構造改善引当金
　事業構造改革に伴い発生する損失に備えるため、当該損失見込額を計上しております。

(6) 収益及び費用の計上基準
　当社は、時計、コンシューマ（教育、楽器）、システム、その他の分野において、開発・生産から販売・サービスにわたる事
業活動を展開しております。
　時計、コンシューマにおいては、主に製品販売を行っており、国内販売においては、主として出荷時から当該製品の支配が顧
客に移転される時までの期間が通常の期間であるため出荷時点で、海外販売においては、主として引渡時点で支配が顧客に移転
されると判断し、収益を認識しております。
　システムにおいては、主に製品販売及びソリューション、保守サービスの提供を行っており、製品販売及びソリューションの
提供においては、主として顧客による検収時点で支配が顧客に移転されると判断し、収益を認識しております。また、保守サー
ビスの提供においては、契約期間にわたり均一のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足される
と判断しており、役務を提供する期間にわたり収益を認識しております。
　その他においては、主に国内で製品販売を行っており、主として出荷時から製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通
常の期間であるため、出荷時点で収益を認識しております。
　顧客と約束した対価に変動対価が含まれる場合、変動対価の額に関する不確実性が事後的に解消される際に、解消される時点
までに計上された収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り、変動対価を取引価格に含めております。
　履行義務を充足してから対価を受領するまでの期間が通常は１年以内であるため、当該顧客との契約に基づく債権について、
重要な金融要素の調整は行っておりません。

(7) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。
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(8) ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理に、特例処理の要件を
満たしている金利スワップについては特例処理によっております。

(9) 退職給付に係る会計処理
　退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理
の方法と異なっております。

(10) 連結納税制度の適用
　連結納税制度を適用しております。

(11) 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
　当社は、翌事業年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行することとなります。ただし、「所得税法等の一部を
改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわ
せて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適
用に関する取扱い」（実務対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額
について、改正前の税法の規定に基づいております。
　なお、翌事業年度の期首から、グループ通算制度を適用する場合における法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処
理及び開示の取扱いを定めた「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　
2021年８月12日）を適用する予定であります。

２．会計方針の変更に関する注記
(収益認識に関する会計基準等の適用)
　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当
事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取る
と見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、顧客と約束した対価に変動対価が含まれる場合、変動
対価の額に関する不確実性が事後的に解消される際に、解消される時点までに計上された収益の著しい減額が発生しない可能
性が高い部分に限り、変動対価を取引価格に含めております。
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当事
業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の繰越利益剰余金に加減し、
当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当事業年
度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用してお
りません。
　また、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「その他」は、当事業年度より「契約負債」及び
「その他」に含めて表示しております。
　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当事業年度の損益計算書は、売上高は1,585百万円減少し、販売
費及び一般管理費は1,585百万円減少しております。なお、当事業年度の株主資本等変動計算書の繰越利益剰余金の当期首残
高に与える影響はありません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)
　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を当
事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年
７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適
用することとしております。なお、計算書類に与える影響はありません。
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当事業年度
 製品 21,417
 原材料及び貯蔵品 3,688

合計 25,106

70,382百万円

40百万円

26,262百万円

18,045百万円

３．表示方法の変更に関する注記
　貸借対照表
　　　前事業年度において、区分掲記しておりました「無形固定資産」の「リース資産」は重要性が乏しくなったため、当事業年
　　度より「その他」に含めて表示しております。

４．会計上の見積りに関する注記
　棚卸資産の評価
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

(2) その他見積りの内容に関する理解に資する情報
　連結注記表「４．会計上の見積りに関する注記　棚卸資産の評価　(2)　その他見積りの内容に関する理解に資する情報」
に記載した内容と同一であります。

５．貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額

(2) 輸出手形割引高

(3) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
金銭債権

金銭債務
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個別注記表

105,101百万円

119,392百万円

2,345百万円

株式の種類 当事業年度期首（千株） 増加（千株） 減少（千株） 当事業年度末（千株）
普通株式 16,416 1,841 10,048 8,208

（繰延税金資産）
棚卸資産 1,486百万円
無形固定資産 1,167
関係会社株式・出資金 1,058
未払費用（賞与分） 1,031
有形固定資産 695
その他 2,504
繰延税金資産小計 7,943百万円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △1,255
評価性引当額小計 △1,255
繰延税金資産合計 6,687百万円

（繰延税金負債）
その他有価証券評価差額金 △1,266百万円
固定資産圧縮積立金 △55
繰延税金負債合計 △1,321百万円
繰延税金資産の純額 5,365百万円

６．損益計算書に関する注記
　関係会社との取引高

売上高

仕入高

営業取引以外の取引高

７．株主資本等変動計算書に関する注記
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加1,841千株は、取締役会の決議に基づく自己株式の取得による増加1,837千株、単元未満株式の買取り
による増加３千株であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の減少10,048千株は、取締役会の決議に基づく自己株式の消却による減少10,000千株、譲渡制限付株式報酬
としての自己株式の処分による減少48千株であります。

８．税効果会計に関する注記
　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

21



2022/05/31 21:48:37 / 21825188_カシオ計算機株式会社_招集通知：Web開示

個別注記表

種 類 会社等の名称
議決権等
の所有

割合(％)
関連当事者との関係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科　目 期末残高
(百万円)

子会社 Casio America, Inc. 直接
100.0 当社製品の販売

製品の販売 19,780 売掛金 4,660
配当の受取 2,739 ― ―

子会社 Casio Europe GmbH 直接
100.0 当社製品の販売

製品の販売 24,369 売掛金 4,334
配当の受取 2,602 ― ―

子会社 カシオ(中国)貿易有限公司 直接
100.0 当社製品の販売

製品の販売 23,060 売掛金 2,719
配当の受取 2,505 ― ―

子会社 Casio Computer（Hong Kong）Ltd. 直接
100.0

当社電子時計・電卓・電子
楽器等の製造 製品の仕入 51,276 買掛金 4,009

子会社 カシオ電子(深圳)有限公司 直接
100.0 当社電子時計の設計・製造 製品の仕入 22,391 買掛金 2,077

子会社 Casio（Thailand）Co., Ltd. 直接
100.0 当社電子時計・電卓の製造

製品の仕入 29,549 買掛金 2,642
原材料の有償支給 10,495 その他流動資産 3,375

702円02銭

78円40銭

９．関連当事者との取引に関する注記
　子会社等

（注）１．製品の仕入及び原材料の有償支給については、原価及び市場価格を勘案し交渉のうえで価格を決定しております。
２．製品販売については、製品の市場価格を勘案し交渉のうえで価格を決定しております。
３．配当の受取については、剰余金の分配可能額を基礎とした一定の基準に基づき合理的に決定しております。

10．収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表「８．収益認識に関する注記」に同一の内容
を記載しているため、注記を省略しております。

11．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額

(2) １株当たり当期純利益

12．重要な後発事象に関する注記
　特記すべき事項はありません。
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